
ど れ が 本 物 の ア ナ な の か

Doris Lessing, The Golden Notebook
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 1962年 に発 表 さ れ たThe Golden Notebookは 構 造 上 もテ ー マ上 も非 常 に

新 しく複 雑 で あ り、 しば しば読 者 の混 乱 を 引 き起 こ した 。 混 乱 の主 た る要 因

を挙 げ る とす れ ば、 各 ノ ー トブ ッ ク に登 場 す る ア ナ(た ち)と 小説 中 小 説

Free Womenの 主 人 公 ア ナ の 相 違 で あ り、 各 ノ ー トブ ック を統 括 した はず

の金 色 の ノ ー トブ ッ クの 錯 綜 状 態 で あ り、 そ して ノ ー トブ ック か ら予 想 され

る結 末 とFree Womenの 結 末 の 矛 盾 で あ ろ う。

 しか し考 え て み る と、 全 て の ア ナ像 が等 し くな け れ ば な らな い とい う読 者

の意 識 は モ ダ ニ ズ ム ま で の 旧 来 の文 学 理 論 に縛 られ た思 い 込 み に過 ぎ な い。

ス トー リの 一 貫 性 や 明 確 な ス トー リー を求 め る意 識 も しか りで あ る。 ポ ス ト

モ ダニ ズ ム は記 述 の 一 貫 性 を 否 定 しモ ダ ニ ズ ム ま で の思 想 の 中心 で あ っ た完

結 した単 一 の 自 己 を否 定 した が 、 レ ッ シ ング の こ の 小 説 は そ の メ タ フ ィ ク

シ ョ ンの形 の 上 で も、 サ ブ ジ ェ ク トを 問 題 化 して い る点 で もポ ス トモ ダ ニ ズ

ム の傾 向 を 強 く帯 び て い る と言 え るだ ろ う。 も っ と も、 分 裂 と虚 無へ の ベ ク

トル が強 い ポ ス トモ ダ ニ ズ ム に比 較 して 、 この 作 品 に は あ る新 しい 自 己 の 表

現 とい う積 極 的 な方 向 性 が あ る よ うに 思 わ れ る。 そ れ は ポ ス トモ ダニ ズ ム の

影 響 を受 け た シ ク ス ー の フ ェ ミニ ズム 理論 の方 向 性 に近 い もので あ る が、 こ

の小 説 が フ ェ ミニ ス ト小 説 で あ るか とい う問題 につ いて は多 少 の解説 が 加 え
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られるべきであろう。ふんだんに盛り込まれた 「男女の対立」というテーマ

から、出版当時この作品は女性解放運動の旗手のようにもてはやされた。 し

か しこれに対 して レッシング自身は 「この小説は女性解放運動の トランペッ

トではない」1)と述べている。 この彼女の言葉 はシクスーがフェ ミニス トと

呼ばれるのを拒んだ背景、つまりフェ ミニズムと称 されるものが多様化 して

いる点を考慮 して理解 されなければならない。後で詳述するが、この小説の

中で主人公アナは対立要素で成る既存の社会内部での自己統一を図るが失敗

し、新 しい自己認識、すなわち複数の要素が同時並列す る価値観を手に入れ

る。これは既存の男性中心社会の中で女性 の対等を唱 う女性解放運動 とは次

元を異にす る論なのである。

 フェ ミニ ズ ム は ポ ス トモ ダ ニ ズ ム と多 くの共 通 項 を持 つ に も関 わ らず 、 後

者 の過 剰 な脱 構 築 主 義 が フ ェ ミニ ズ ム の主 体 を も瓦 解 させ か ね な い と して反

発 を 呼 ん で きた 。 しか しポ ス トモ ダ ンの手 法 を 用 い て家 父 長 性 社 会 の フ ィ ク

シ ョン性 を暴 露 す る こと は フ ェ ミニ ズ ム に と って は有 効 以 外 の何 者 で もな い 。

The Golden Notebookは そ の有 効 性 を 大 い に 活 用 した あ る種 の フ ェ ミニ ス

ト小 説 だ と言 え る の で は な い だ ろ うか 。
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 The Golden Notebookは メ タフ ィ ク シ ョ ン的 な 入 れ子 構 造 を 持 づ 。 フ

レー ム とな るFree Womenは ア ナ と モ リー と い う二 人 の女 性 を 中心 に 進 む

短 い小 説 で あ り、 五 分 割 され て 間 に ア ナ が つ け て い る と さ れ る四色 の ノ ー ト

ブ ック が挿 入 さ れ て い る。 四 色 の ノ ー トブ ッ ク は そ れ ぞ れ異 な る問題 を 扱 う。

黒 の ノ ー トはア ナ の 作 家 と して の問 題 を、 赤 の ノ ー トは彼 女 の 政治 生 活 を、

黄 色 の ノー トは ス トー リー の案 、 青 の ノー トは 日記 風 記 述 を受 け持 つ 。 当 初

客観 的描 写 の様 に思 われ るFree Womenだ が 、 複 雑 な こ とに これ も各 ノ ー

トブ ッ ク同 様 ア ナ に よ って 創 作 さ れ た もの で あ る こ と が や が て ノー トブ ック

の 中 で 明 らか に され る。 しか も これ は アナ が 全 て の ノ ー トブ ックを 統 一 さ せ
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る試 み の も と に書 い た 金 色 の ノ ー トブ ッ クの後 に書 か れ 、 金 色 の ノ ー トブ ッ

ク と 引 き換 え に ソ ウル ・グ リー ン とい うア メ リカ人 作家 か ら与 え られ た 冒頭

文 に続 け られ て い る。 小 説 全 体 が この よ うに い わ ば 円環 構 造 を持 ち 、 明 確 な

始 ま り と終 わ りが存 在 しな い 。 読 者 に は そ れ ゆ え、 この 小 説 が伝 統 的 な 小 説

形 態 へ の不 満 を表 明 す る た め に書 か れ て い る こ とを 考 え 、 フ ィ ク シ ョ ン化 さ

れ た ア ナ像 で あ るFree Womenの ア ナ と各 ノ ー トブ ッ ク の ア ナ を 同 一 視 し

な い よ う注 意 す る こ と を求 あ られ て い るの で あ る。

 そ もそ も メ タ フ ィ ク シ ョ ンは フ ィ ク シ ョン と批 評 の 中 問 に存 在 し、 フ ィク

シ ョンそ の もの を主 題 に して い る と言 わ れ るが 、2)こ の 作 品 も伝 統 的 な 小 説

形 態 、 そ して リア リズ ム が 戦 後 の混 乱 した世 界 に対 応 で き る か を 問 うて い る。

ア ナ は リア リズ ム小 説Frontiers of Warを 出版 した後 、 い わ ゆ るwriter's

blockで 書 け な くな って い る作 家 で あ る。 彼 女 は共 産 党 員 で あ っ たが 、 共 産

党 が そ の 存 在 意 義 を 無 く し崩 壊 しっ つ あ る中、 自 らの単 純 す ぎ た世 界 観 と そ

の反 映 で あ る 自分 の 小 説 を 恥 じ、"everything's cracking up"(25)と 感 じ

て い る。

 ア ナの 無 力 感 は、 芸 術 は世 界 を リア リス テ ィ ッ ク に反 映 した もの で な けれ

ば な らな い、 そ して 読 者 に統 一 さ れ た世 界 観 を与 え な けれ ば な らな い 、 とす

る信 念 に端 を発 して い る。 こ の段 階 の ア ナ に と って、 "wholeness","the

unitary self","integration"な ど の概 念 が ゴ ー ル で あ り、 そ の た め に 彼 女 は

自 らの分 裂 を食 い 止 め整 理 しよ う と ノ ー トブ ッ クを 四冊 っ け は じめ る。 しか

し レ ッ シ ン グ の ゴ ー ル は ア ナ の ゴ ー ル と混 同 さ れ るべ き で な い。 ア ナ は

"whole"で"unified"の ヒ
ュ ー マ ニ ス ト的 な セ ル フ に 執 着 して い る が、 The

Golden Notebookは そ の よ うな セ ル フの概 念 を 批 判 して い るか らで あ る。3)

実 際 、 統 一 さ れ た 自 己 を 求 め るア ナ の旅 は紆 余 曲折 を 経 、 四 冊 の ノ ー トブ ッ

ク、 それ に続 く金 色 の ノ ー トブ ッ クを通 して彼 女 が 認識 す る の は 自 己 の瓦 解

に過 ぎ な い。 そ も そ も 「統 一 され た 自己」 な ど到達 不 可 能 な物 だ っ た こ とを

彼 女 は悟 る。

ゆえにアナ とソウル ・グ リーンが狂気の中で 自我を溶 け合わせる金色の
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ノー トブ ッ クの後 に書 か れ たFγ2θWomenが 、 ブ ロ ッ クを 克 服 した リァ リ

ズ ム 作 家 ア ナ が 書 い た リ ア リ ズ ム 小 説 で あ る は ず は な い の だ が 、Free

Womenが 過 剰 に フ ィ ク シ ョ ン化 さ れ た 小 説 で あ る こ とに 読 者 は気 が 付 き に

く くな っ て しま って い る。Free Womenが ア ナ を リア リス テ ィ ック に描 い

た 中 立 的 な表 現 な の で はな く、 ア ナ 自身 が 書 い た フ ィ ク シ ョ ンで あ る こ とを

読 者 が 知 る の は金 色 の ノ ー トの中 で ソ ウル が ア ナ に 次 の小 説 の 冒 頭 文 と して

"The two women were alone in the London flat"(554)を 提 供 した 時 で

あ る。 この よ う に この 小 説 は注 意 深 い読 書 行 為 を要 求 し、 パ ズ ルの よ うに複

雑 に な って い る。4)そ の上 これ が 四 冊 の ノ ー トブ ッ ク と金 色 の ノー トブ ッ ク

の後 に ア ナ が 生 み 出 した結 論 の よ うな存 在 、 つ ま りフ ィ ク シ ョ ンな ど これ く

らい しか で きな い と い う諦 念 を表 明す る も の とす る見 方 も間 違 って い る と思

わ れ る。 Free Womenが 究 極 の 結 論 な どで は な い こ と は、 The Golden

Notebook全 体 の 中 で そ れ が 占 め る位 置 を 見 て も明 らか で あ る。 そ れ は小 説

の最 終 部 に 置 か れ て は お らず 、 流 れ も ノ ー トブ ッ ク に よ り分 断 され て い る。

こ こ で 重 要 な パ ズ ル の コ マ はFree Womenの 冒 頭 文 がThe Golden

Notebook全 体 の 冒頭 文 で もあ る こ と に気 づ く こ とで あ ろ う。 ア ナ が 生 み 出

し た 新 し い 小 説 と はFree Womenで は な く、 そ れ を 含 ん だ 複 合 体The

Golden 1>�ebookな の で あ る。 この 複 合 体 は新 しい語 りの形 態 と 「新 しい

フ ィー メ イ ル ・サ ブ ジ ェ ク トを創 造 す る こ と」 を 目指 し、 ア ナ は 「そ う い う

新 しい サ ブ ジェ ク トの進 化 の 場」 で あ るの だ 。5)

皿

 新 しい語 りの形 態 の模 索 は ア ナが 、 自分 自身 が分 裂 して い るた め に、 統 一

した世 界 観 を描 くこ とが で き な い と感 じる所 か ら始 ま る。 彼 女 の ス トー リー

は 「パ ター ンに 陥 り」 「真 実 で な い」(210)。 彼 女 は リア リズム を信 奉 す る あ

ま り、 自分 の感 情 に よ って ど う して も歪 め られ て しま う フ ィ ク シ ョ ンの形 を

捨 て よ う と決 意 す る。
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Why a story at all — not that it was a bad story, or untrue, or that 

it debased anything. Why not, simply, the truth? (77)

青 の ノー トブ ッ クで も彼 女 は 自分 の ス トー リー作 りの 癖 を 自 己 批 判 して い

る。

I came upstairs from the scene between Tommy and Molly and 

instantly began to turn it into fiction — must be an  evasion. Why 

not write down, simply, what happened between Molly and her 

son today? Why do I never write down, simply, what happens? 

Why don't I keep a diary? Obviously, my changing everything 

into fiction is simply a means of concealing something from 

myself. (211)

  こ う して フ ィ ク シ ョ ンか ら離 れ よ う と した ア ナだ が、 そ の試 み はす ぐに壁

に突 き当 た る。 真 実 で あ る こ とを求 め て 日記 体 や 新 聞 の 切 り抜 き、短 編 小 説

な どを試 した 四冊 の ノ ー トブ ック は、 結 局 真実 で な い こ と を露 呈 す る。

So all that is a failure too. The blue notebook, which I had 

expected to be the most truthful of the notebooks, is worse than 

any of them. I expected a terse record of facts to present some 

sort of a pattern when I read it over, but this sort of record is as 

false as the account of what happened on 15 th September, 1954, 

which I read now embarrassed because of its emotionalism and 

because of its assumption that if I wrote 'at nine—thirty I went to 

the lavatory to shit and at two to pee and at four I sweated', this 

would be more real than if I simply wrote what I thought. (412)

`real'で あ り`true'で あ る表 現 が 不 可 能 だ とい う彼 女 の 認 識 は 後 に 黒 の

ノ ー トブ ッ クの 中 で 夢 とな っ て現 れ て い る。 自分 の 小説 を 映 画 化 した もの を
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見せ られたアナは 「違う」と感 じ、監督 になぜ話を変えたのかと問 う。彼女

はここでよ り深い洞察を得ることになる。

 But Anna, you saw those people there, didn't you? You saw what 

I saw? They spoke those words, didn't they? I only filmed what 

was there.' I did not know what to say, for I realized that he was 

right, that what I 'remembered' was probably untrue. (462)

 この ア ナ の認 識 は ポ ス トモ ダ ンな もの と い え よ う。 す な わ ち いか な る表 現

も`true'や`real'に は な り得 な い。 な ぜ な ら人 の 認 識 は文 化 や 社 会 の 影 響 を

受 け歪 め られ て お り、 記 憶 や 主 観 は そ の 人 の い る社 会 が構 築 した もの に過 ぎ

な い か らで あ る。 夢 は さ ら に進 行 し、 ア ナ は 自分 が 撮 影 した 映 画 を 見 て 、

`But they aren't mine
, I didn't make them'(538)と 叫 ぶ に至 る。 こ の時

彼 女 は 自分 の分 裂(`fragmentation')が 戦 後 の 社 会 の 混 乱 に よ って 引 き起

こさ れ た ば か りで は な く、 も と も と 自分 に 内在 して い る もの で あ っ た こ とに

気 づ い て い る。 この 認 識 を得 た こ とに よ っ て ア ナ は唯 一 無 二 の セ ル フ とい う

伝 統 的 に男 性 の もの で あ った概 念 か ら離 れ 、 新 し い フ ィー メイ ル ・サ ブ ジ ェ

ク トへ 向 か う契 機 を 得 る。 黒 の ノ ー トブ ック の最 初 の部 分 で彼 女 は言 う。

there were always two personalities in me, the 'communist'  Anna; 

and Anna judged the communist all the time. And vice—versa.' 

(82)

実際彼女には二人以上のアナがあった。作家 としてのアナ、共産党員 とし

てのアナの他にもジャネットの母親のアナ、男性たちの愛人 としてのアナ、

自分の作品に登場するエラなどの人物 としてのアナなどがおり、それぞれは

けっして統合されえない。自分であって自分でないものを認識することに

よって、彼女の中で リアリティーとフィクシ ョン、内 と外の二分法が揺 らぐ。

どれが本当のアナでどれが偽者のアナかという問題は、自己と他者が同時に

自分の中に存在することを受容 した時に捨て去 られることになり、そうなれ
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ば フ ェ ミニ ズ ム に お い て は大 きな 動 きで あ る。 とい うの も、 二 分 法 は家 父 長

性 社 会 が 女 性 を`the other'と して 制 限 し、`symbolic order'に お け る男 性

の 優 位 を確 保 す る手 段 と密 接 に関 係 して い る か らで あ る。 しか し四冊 の ノー

トブ ック の 中 の ア ナ は まだ そ こ まで 至 つて い な い。 彼 女 は い くつ もの ア ナ を

区 分 し`real Anna'を 探 そ う と して い るが、 当然 これ は失 敗 す る運 命 に あ る。

彼女 は各 ノ ー トブ ッ クを 読 み返 して 動 揺 す る。 そ こに 自分 が見 当 た らな い か

らだ 。`Matching what I had written with what I remembered it all

seemed false'.(418)と 絶 望 した 彼女 はそ れ ぞ れ の アナ を統 合 しよ う と、 四

冊 の ノ ー トブ ッ ク を終 わ らせ 金 色 の ノ ー トブ ック を書 き始 め る。 こ の 時 の ア

ナ は まだ`whole and integrated self'に こだ わ って い る こ と に注 意 した い 。

こ の後 、 金 色 の ノ ー トブ ック の 中 で ドラ ス テ ィ ッ クな変 化 が起 き る の で あ る。

 しか し複 数 の セ ル フを 区 分 す る こ とを 止 め た こ とは ア ナ に は転 機 で あ っ た。

いわ ば家 父 長 性 社 会 が押 し付 け る`the other'で もな く、 エ ッセ ンシ ャ リス

トが 押 し付 け る`womanliness'で も な い 新 しい サ ブ ジ ェ ク トへ の一 歩 を踏

み 出 した の で あ る。 実 際 区 分 す る こ と(`compartmentalization')はFree

Womenの ト ミー に よ っ て も批 判 さ れ て い る。

You aren't even honest enough to let yourself be what you are-

everything's divided off and split  up.  ... You take care to divide 

yourself up into compartments. If things are a chaos, then that's 

what they are. (247)

 ま た この小 説 全 体 も同 じよ うな批 判 で あ る こ と に注 目 した い。 この 小 説 で

は い くっ もの ア ナが どれ に も優 位 を っ け る こ と な く並 べ られ て い るで は な い

か 。 複 数 で あ る こ と を受 け入 れ る こ と、 これ は金 色 の ノ ー トブ ッ クで ア ナ に

突 き つ け られ る課 題 で あ り、`symbolic order'に 対 す る強 い批 判 だ と言 え よ

う。
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 金 色 の ノ ー トブ ッ ク はそ の 直前 か ら始 ま って い た ア メ リカ人 作 家 ソ ウ ル ・

グ リー ン との 関係 を め ぐ って書 か れ て い る。 彼 は い くつ もの人 格 を 持 ち分 裂

した人 物 で 、 破壊 的 な狂 気 に衝 か れ て もい る。 愛 を通 して 彼 との 同 化 を強ﾘ

た ア ンは彼 の狂 気 に も同化 して い き、 そ の結 果 彼 女 の セ ル フ の壁 が突 き崩 さ

れ る。 この経 験 は恐 ろ し くもあ る一 方 で楽 し くも あ り、 彼 女 は ア ル ジ ェ リア

の 兵 士 や 中 国 の農 民 な ど と意 識 を 共 有 す る こ と に喜 び を 覚 え る (523-4)。

彼 女 は ア ナ に疲 れ を 感 じ、`anew state of being, one foreign to me'

(532)に な って い く。 ア ナ は ソ ウ ル の 狂 気 と交 じ り合 い な が ら、 や が て`r

と い う こ と の、 っ ま り は こ とば の 限 界 を認 識 す る。

I thought, Well, so he's back is  he.  ... Sick Anna was back. I, I, I, 

like a machine-gun ejaculation regularly. I was listening and not 

listening, as if to a speech I had written someone else was 

delivering. Yes, that was me, that was everyone, the I. I. I. I 

am. I am going to. I won't be. I shall. I want. I. (545)

狂気 はここで治癒の方法となっている。伝統的に女性 と結び付けられ、悪

とみなされてきた狂気を積極的に転換 していることはフェ ミニス トの立場か

らも特筆すべき点だと言える。6)彼女 は序文においても次の様 に述べている。

sometimes when people 'crack up' it is a way of self-healing, of 

the inner self's dismissing false dichotomies and divisions.  (8  )

 狂気 によって誤まった境界を突き崩 され、アナは自分が ソウルでもあり他

の人物たちでもあり、複数のセルフが同時に並列 している状態であることを

初めて受容することができるのである。アナはひとりではないし、 アナと名

をつけることで狭め られて しまう。 「どれが本物のアナなのか」 という問い
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はここで無意味なものとなる。 どのアナ も本物だし偽者なのだ。

 こ う して 金 色 の ノ ー トブ ック を終 え 、癒 され た ア ナ は ソ ウ ル に与 え られ た

文 か ら新 しい小 説 を書 き始 め る の だ が 、 そ の小 説 が 不 可 能 性 を苦 々 し く認 め

た上 で 回 帰 した`conventiona1'な もの だ7)と す るの は間 違 って い る と思 わ れ

る。 そ の よ うな論 は レ ッ シ ング が狂 気 を積 極 的 な 治 癒 の 方 法 と して 用 い て い

る こ と に矛 盾 して い る上 、Free Women(そ して この小 説 全 体)の 中 で ア ナ

が試 して い る新 しい語 りを無 視 して しま って い る。 こ とば の 限 界 を認 識 した

ア ナ は しか し、 こ と ば を 使 う こ と を 放 棄 す る の で は な く、 そ の`limiting

effect'を 克 服 す る方 法 を 試 し は じﾘた と見 るべ き で あ ろ う。 金 色 の ノ ー ト

ブ ッ クの 中 で ア ナ は、 複 数 の 自分 を 同時 に表 現 す るた め に`Iwould have

to"name"them in a different way'(535)と 語 って い るの だ か ら。

v

 ア ナ の 新 し い語 りの 方 法 は、 形 態 的 な 作 戦 を伴 って い た 。 そ れ は ノ ー ト

ブ ッ ク と フ ィク シ ョ ン(Free Women)を 並 列 す る こ と、 そ の どれ に も優 劣

を つ け な い こ とで あ った 。 この 方 法 に よ って ア ナ は様 々 な像 とな つて 現 れ る。

そ の どれ もが 本 物 で あ つ て本 物 で な い。 さ らにFree Womenも 金 色 の ノ ー

トブ ッ クの 中 で ア ナ が手 に した認 識 、 す な わ ち彼 女 と他 者 の 間 の壁 が 打 ち崩

さ れ、 彼 女 は同 時 に 他 者 で あ り多 くの ア ナが 存 在 す る と い う認 識 に基 い て書

か れ て い る。 彼 女 は こ こで 各 登 場 人 物 た ち に ア ナ の一 部 を 与 えて お り、 い わ

ば ア ナ の 抱 え る 問題 を体 現 した よ う な人 物 に作 り上 げて い る。 ノ ー トブ ッ ク

に 出 て く る同 じ名 前 の人 物 た ち とFree Womenの 彼等 は著 し く異 な って お

り、 ト ミー の政 治 活 動 盛 ん な母 親 モ リー は女 優 に、 トミーの 父 親 リチ ャ ー ド

は平 凡 な ビジ ネ ス マ ンか ら大 きな 権 力 を 持 つ 大 資 本 家 に され て い る。 彼 の妻

マ リオ ン も魅 力 的 な 当 た り前 の妻 か ら アル 中 で 不 満 を抱 え る女 性 に変 じて い

る。 ト ミー と ジ ャネ ッ トの年 齢 も変 わ って い る。 ア ナ も古 い 女 性 観 に縛 られ

た女 性 とな って 書 か れ て い る。 そ もそ も リア ル に書 こ う と は試 み られ て い な

一g一



い の だ 。 ひ とつ の`authentic'な リア リテ ィー を作 り上 げ る こ と を拒 絶 し、

い くっ か の 相反 す る像 を 並 置 す る こ とに よ って、 そ の差 異 に意 味 を持 た せ て

い る の で は ない か 。 つ ま り彼 等 が 異 な って い る こ と、 矛 盾 して い る こ とに意

味 が あ る の で あ る。8)こ の フ ィ ク シ ョ ン の 中 の 人 物 た ち は、 ア ナ の

`multiple representation'な の で あ る
。

 ノ ー トブ ックの 中 で ア ナが 抱 え て い た 問 題 は この フ ィ ク シ ョ ンの キ ャ ラ ク

タ ー た ち が 体 現 し て い た り代 弁 した りす る が 、`fragmentation'と`chaos'

と の格 闘 は ト ミー と い う登 場 人 物 が 主 に 具 現 化 して い る。9)彼 は ア ナ とモ

リ ーが`fragrnented'で あ る の を 評 価 し、 父 が 自分 に 与 え よ う と して い る ビ

ジ ネ ス マ ン と して 成 功 す る道 を嫌 って 言 う。

People like Anna and Molly and that lot, they're not just one 

thing, but several things. And you know they could change and 

be something different. I don't mean their characters would 

change, but they haven't set into a mould. You know if 

something happened in the world, or there was a change of some 

kind, a revolution or something  [...] they'd be something different 

if they had to be. But you'll never be different, father. You'll 

always have to live the way you do now. Well I don't want that 

for myself. (52)

 彼 は ア ナ が ノ ー トに 書 き込 ん だ こ と を 消 し て 書 き 直 し て し ま っ て い る の を

み っ け 、 ど う し て そ ん な こ と を す る の か と 非 難 し、 さ ら に 彼 女 が 四 冊 の ノ ー

トに 自分 を 分 化 しよ う と して い る の を 責ﾘて`Why the four notebooks?

What would happen if you had one big book without all those

divisions and brackets and special writing?'さ ら に`you limit yourself'

(247)と 言 う。 ア ナ が 金 色 の ノ ー トブ ッ ク で 獲 得 し た 認 識 が 彼 の 口 か ら語 ら

れ て い る の で あ る。

さ ら に`compartmentalization'の 悲 劇 が ト ミ ー に よ っ て 実 演 さ れ る 。 彼
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は自殺 未 遂 の挙 げ 句 視 力 を失 い、 や が て あ ん な に忌 み嫌 って い た父 親 の 仕 事

を受 け、 父 親 そ っ く りの専 制 的 な人 物 へ と変 貌 して しま うの で あ る。 ア ナ と

モ リー は彼 が今 や 「人 生 で 初 め て すべ て一 つ に ま と ま った 状 態 で 」 あ り そ の

「恐 ろ し さ」 に 気 づ く(335)。 自殺 行 為 に よ っ て ト ミー は複 数 存 在 し た ト

ミー を殺 し、 ひ とっ だ け、 父 親 の限 界 も男 性 観 も受 け継 いだ トミー を残 す 。

彼 は今 や`achievement'を 評 価 す る男 性 中 心 主 義 者 へ と変 わ って しま っ た の

で あ る。`Unity'や`Integrity'と 称 さ れ て い る概 念 は実 は 自 分 の な か の複 数

の セ ル フ を 殺 して 限 定 して し ま う`compartmentalization'で あ る こ と が こ

こで ト ミー とい う登 場 人 物 に よ って証 明 さ れ るの で あ る。Molly Hiteが こ

の点 に関 して 明快 な 説 明 を加 えて い る。

Unity, integrity, self—consistency, she implies, are not privileged, 

as they are in traditional therapy and indeed in traditional 

Western theories of personality. To be whole by societal 

standards is not to have resisted fragmentation but to have been 

reduced to be a single  fragment')

 こ う して 複 数 の セ ル フを 一 つ に 限 定 す る こ との 怖 さ を 知 った ア ナ だ が 、

Free Womenの 中 の ア ナ は は っ き りと これ を`multiple representation'に

まで 昇 華 さ せ る こ と はな い。 た だ新 しい語 りの形 と して アナ が壁 一 面 に さ ま

ざ ま な 文 や 切 り抜 きを 貼 り付 け る場 面 が あ る。 そ れ は ち ょ う ど い くつ もの

ノ ー トブ ッ クや フ ィ ク シ ョ ンを並 列 した この 小 説全 体 と重 な って 見 え る。

Free Womenの 結 末 は しば しば失 望 させ る もの と評 さ れ る。 しか し これ

はむ しろ、 既 存 の 社 会 の 中 で`unitary'で`integrated'な 存 在`free woman'

と して 生 き る こ とを 椰 楡 して い る よ うに 思 わ れ る。 複 数 の 自分 を 否 定 す る

`compartmentalization'を 経 て の み`free woman'が 生 ま れ
、 そ れ は結 局 家

父 長 性 社 会 の 枠 の 中 で 限 定 さ れ て生 き る こ とに と ど ま って しま う。 モ リー の

結 婚 や ア ナ の 情 事 と結 婚 相 談 員 と して の就 職 な ど いか に も 「女性 的 」 な結 末

は こ れ に対 す る皮 肉 に な っ て お り、 モ リー の`So we're both going to be
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integrated with British life at its roots'(576)と い う セ リ フ は ま さ に 象

徴 的 で あ る 。

Free Womenを 書 いた ア ナ は そ の よ うな 分 化 を逃 れ 、 複 数 の セ ル フを受

け 入 れ て い る。 い くつ もの登 場 人 物 が ア ナ で もあ る こ の短 編 と、 さ らに複 数

の ノ ー トブ ック を優 劣 な く並 置 す る こ と に よ って`multiple representation'

がThe Golden Notebookに お いて 重 ね て実 行 され て い る の で あ る。

VI

 ア ナ の`multiple representation'は 一 貫 した ア ナ像 を 提 供 す る こ とを拒

絶 す る 一 方 で 、 い く つ も の 矛 盾 す る ア ナ 像 を 優 劣 つ け ず に 示 す 。

Schweickartが 指 摘 す る よ う に そ の ど れ も が 同 じ よ う に真 実 性 が 問 わ れ て

し ま う。ti)こ う して`truth'と`false'の 家 父 長 的 二 分 法 は こ の 小 説 の 中 で は

完 全 に破 棄 され る。 こ の よ うな`subversive feminist quality'を この小 説

に 見 る こ と は間 違 い で は な い だ ろ う。Suzette Henkeは 次 の よ うに言 う。

The center of the text is everywhere and  nowhere  : the ur-

narrative perpetually eludes our grasp, just as the patriarchal 

fantasy of wholeness and self-presence proves unattainable in the 

postmodern frame of Lessing's paradoxical feminist program.'Z)

 レ ッシ ン グの この よ うな作 品 は シ ク ス ーが 主 張 す る と ころ の フ ェ ミニ ン ・

ラ イ テ ィ ン グに当 て は ま る。 シ クス ー は メ デ ュ ー サ の 狂 気 を女 性 の 強 さ と 自

由 に見 倣 して い るが 、13)狂 気 の 中 で新 しい語 り方 を 見 出 した ア ナの 力 は ま さ

に メ デ ュ ー サの 力 と言 え よ う。 家 父 長 制 社 会 が 構 築 した 多 くの 二分 法 を レ ッ

シ ング は ポ ス トモ ダ ンの メ タ フ ィク シ ョ ンの手 法 を 用 い る こ とで壊 して 見 せ

る。 そ れ は`true'と`false'や 、`real'と`fictional'や 、`madness'と`sanity'

や`man'と`woman'で あ った が 、 レ ッ シ ン グ は そ の何 れ に も優 劣 をつ けず

同 時 並 列 す る。 女 性 解 放 運 動 と区別 して見 られ た い と い う レ ッ シ ン グの 主 張
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ももっともである。なぜなら彼女の目指す ものはもっと根源的なこと、既存

の家 父 長 制 社 会 に疑 問 を呈 し、 そ の`limiting effect'か ら男 性 も女 性 も解 き

放 つ こ と で あ る か らだ 。 そ の 点 で レ ッシ ング は ラデ ィカ ル ・フ ェ ミニ ス トと

い っ て もい い だ ろ う。 こ とば が 潜 在 的 に持 つ`limiting'な 限 界 を乗 り越 え生

み 出 され た新 しい フ ィ ー メ イ ル ・サ ブ ジ ェ ク ト、 ア ナ は複 数 存在 しそ の どれ

もが同じように存在する意味を持つことができた。どれが本物のアナなのか、

と い う問 い は こ う して 破 棄 され た ので あ る。
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